





──Data Visualization を中核において── 
 




































のがプリンストン大学の学部で担当されていた「Politics 245 Visualizing 
Data」である。 
アメリカの大学教員は1 学期75 分週2 回を1 コースとして、年間（2 学




うで、彼が誇らしげに語ったのが、“Teach data analysis before statistics”を
















で向かえたのが担当前年度の教養ゼミ FD（2018 年 9 月 6 日）であった。 
 
１－３ オムニバス調査 
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1 amazon、Honya Club（生協）、各種図書館 
2 Cinii 
3 本学学術情報センター書誌情報データベースおよび学外よりのVPN アクセス法 








































                                                   


























３．第２回講義（2019 年 4 月 16 日） 
 




                                                   
6 一橋大学名誉教授。ハーバード大学教授。国際基督教大学理事長。 
7 名前を覚えていないことが日本以上にまずいアメリカでは写真が多用される。
Facebook が元々同じ寮の学生の名前を確認するために置かれていた face book であった
























                                                   













 Windows update を前もってしておくように指示は出していたのだが、
買ったばかりでできていなかった学生も多く、Mac user 対応のために協
力を仰いだ大学院生1 名を含め、3 人がかりで90 分丸々をかけ、構内無線


















4 月 7 日に統一地方選挙が行われたばかりだったので、2015 年と 2019
年の西区の市会議員選挙開票結果（表 1、2）を棒グラフ（図 3、4）にし
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図10 『東京新聞』2012 年12 月6 日二十六面 
 
（５）帯グラフ 
帯グラフに関しては、１－３節の図 1、図 2 で示した昨年度のオムニバ
ス調査の結果を示し、オムニバス調査への誘いを行った。 
                                                   
8  Duggan, M. and S. Levitt (2002) “Winning Isn’t Everything: Corruption in Sumo 
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４－３ 学生のData Visualization から 
（１）期待していたレベルのData Visualization 
Excel がデフォルトで円グラフを出してくるせいか、円グラフの多用が





2019 年度オムニバスサーベイ（クラス11G 班）による作成 
 
（２）見事なData Visualization 
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（２）見事なData Visualization 







４－４ Data Visualization に教えることはない？ 























５．個人研究（6 月 18 日～7 月 16 日） 
 
 グループ発表は文・理、男・女、出身地を混ぜ、できるだけ均等なグルー
プを作り、第8 週に提出をさせ、第8 週（6 月4 日）、第9 週（6 月11 日）
を使って報告させた。個人別発表は第 12 週（7 月 2 日）～第 14 週（7 月
16 日）が想定されたが、試験前でもあり、発表順を“教場試験が多い順”と
して意見交流・交換 6 班を形成し、第 12 週「“理・DS 連合 6 人”、“医 5














４－４ Data Visualization に教えることはない？ 
















６．最終回（2019 年 7 月 23 日） 
 
６－１ 1 限：Data Visualization 再説 
 最終回には積み残し発表を行うと共に、剽窃・盗用等のチェックがしや
すいデジタル送付と印刷２部でレポートを提出させたわけだが、総括とし




 講義前日の 7 月 22 日月曜日の各紙は、投票率に関し、ほぼ同等の見出
しを出してきた。「投票率、24 年ぶり50％切る」(『朝日新聞』）、「参院選
投票率48・80％、24 年ぶり50％割る」（『読売新聞』）、「選挙区の投票率は
48.80％ 24 年ぶり 50％割り込む」（『毎日新聞』) 「確定投票率 48.80% 
24 年ぶりに50%割れ」（『日本経済新聞』） 
 過去24 年、9 回の選挙のみを見るとその通りなのだが、より長くスパン
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らの分配金においてこの合区 4 県がトップ 4 で神奈川が最低であるのは、





６－２ 2 限：Statistics after Data Visualization～学生の個人発表から 





                                                   
12 堀田敬介・根本俊男・和田淳一郎（forthcoming）「参議院最適合区について」『選挙
研究』近刊 
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いは 19 歳の各県の投票率に比した 2016 年参院選相対投票率との相関を
探ったものである。実際に住んでいない（住民票を置いたままにしている）
























図22 住民基本台帳超過割合と2016 年参院選相対投票率 





































図22 住民基本台帳超過割合と2016 年参院選相対投票率 






 以上、授業の流れに従い2019 年度の教養ゼミクラス11 の実践報告を行
わせていただいた。今後担当することになる先生方にはData Visualization
を中核に置く試みを推奨したい。 
 
 
 この拙文は、西島益幸教授の退職記念号に寄せさせていただきました。
西島先生、非常勤の定年まで5 年ほどあります。教養ゼミのご担当、いか
がでしょうか？ 
